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法律の題名

 

(そのー〉 】

 

 

第ー条の法目的から 「母性
のみが残る。

「母性
保護」 でぁる。
また丶

, (論点) 「母性」

不妊手術、 中絶、

 

 

】

 

 

 

(考ぇ方〉
(論点)

また、

2. 法律の目的 (第ー
 

【想定しうる案】
「この法律は丶 母性の

」

「この法律は丶

」

 

 

 

(考ぇ方)

賽生保護法を改正すると した場合の想定しうる改正案及びその論点

ー.

【想定しう茎案 「優生保護法」 今 「母性保護法」

'”(考ぇ方) 「不良な子孫の出生の防止」 の部分を削ると、
の生命健康を保護すること」
ま'た、 現行の第3章 C中絶及ぴ受胎調節の実地指導を規定) の章名も

不妊手術ゃ人工妊娠中絶を許す目的を題名に表現できる利点がぁる。

の保護は丶 母子保健法第ー条の法目的ゃ丶 第2条の理念規定にも使
ゎれており、 受胎調節指導の法律の題名としては、 ゃゃ広
すぎるのではないか。

【想定しうる案 (その2) 不妊手術及び人工妊娠中絶の要件等に関する法律

規定内容を端的に表現したもの。
不妊手術ゃ人工妊娠中絶そのものを法律名とするため、 印象が良くなぃ。

中絶等を許容する法目的を表現することはできない。
なお丶 「優生保護法指定医」 という呼称にっいてはどうするか。

条)

優生上の見地から不良な子孫の出生を防止するとともに丶
生命健康を保讃することを目的とする。
——>— 不妊手術及び人工妊娠中絶の要件に関する事項を定める等

…、 母性の生命健康を保護することを目的とする。

優生思想の部分を削るとともに丶 それでは短くなりすぎる'ので丶`規定内容
を表現する字句を加える。
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【想定しうる案 (そのー) 】

(本人 ・配偶者の遺伝性疾患等) 丶 2号
丶 3号

は削除し丶 4号 (妊娠 丶 5号

 

 

ぅる。

 

 

【想定しうる案
第2 8条 も

削除する。
 

 

(考ぇ方)
っぃては丶

_

(論点) 異
~

 

 

【想定しうる案 (その3) 】

 

 

 

(考ぇ方)

術式の
本人及び配偶者の同意の要件は残す。

”

(論点)

本人の同意を要件とする優生手衝 (第3条)'

ー号 (近親者の遺伝性疾患等)
(らぃ疾患) ・分娩が母体の生命の危険) (数人
の子を有し丶 分娩ごとに母体の賽康を著しく害する) の要件ほ残す。

く考ぇ方〉 優生思想による適応要件を削除する。 その他には改正を加ぇなぃ。
(論点) ー~3号を削ることにより丶 適応要件は狭くなる。

ま〟た丶 不妊手術は、 本来的に自由な行為でぁるベきだという論者からは丶
不十分な改正でぁるとの批判がぁり

(その2) 】

第3条を全て削除するとともに、 (生殖を不能とする手術の禁止)

胎児の生命との問題がぁる中絶と異なり丶 自傷行為に過ぎない不妊手術に
個々人の考え方と医学的判断にまかせて法的関与はしなぃこととす

るもの。

子宮摘出などの術式も可能となり丶 性転換手術なども可能となることに丶
論がぁりうる。

ー号~5号の各号列記を全て削除する。

不妊手術にっぃては個々人の考ぇ方と医学的判断にできるだけゅだねるペ
きといぅ考え方に立って丶 適応要件には制限を加えなぃこととするが、
制限ゃ丶

現行ょりも要件が拡大することにっぃては丶 そもそも不妊手術に反対する考
ぇ方の人々からは丶 異論がぁりうる。
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第4条を削除する。 また丶 これに伴い、
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【想定しうる案】
第 1 第 3条の但書
除外〉

 

 

 

(論点)

不妊手
)

6・ (第ー 項)
 

【想定しうる案】
、 第2号 、 第

3号 (らい疾患) を削る。
 

 

 

優生思想に基づく規定を削る。
〈論点)

うる。 (しかし丶

)

一 (注) 人工妊娠中絶の要件の規定 (第ー 4条第ー項)

一

遺伝性疾患に罹っている場合の本人の同意を要件と しない優生手術 (第4条)

【想定しうる案】 第4条の手続を定めた
~ 第5条~第ー ー条を削る。

(考ぇ方) 本人の同意によらなぃ強制的な手術でぁり丶 人権上の問題がぁるため。

非遺伝性の精神病又は精神薄弱の者の優生手術 (ー 2条)

2条を削除するとともに、 く精神病者又は精神薄弱者の適用
〝 を削る。

(考ぇ方) 精神病者又は精神薄弱者にっぃては一律に同意能カがないと して保護者の
同意にょることとするのは丶 差別的でぁる。 このため丶 精神病者及び精神薄
弱者にも丶 同意にょる不妊手術の規定を適用する。

重度の精神病又は精神薄弱の者にっいて、 本人の同意をどのょぅに保障す
るのか丶 という議論が残る。 (十分な同意能力が無い者にっぃては丶
術は実施できない、 ということとならざるを得なぃのではないか。

人エ妊娠中糟の要件の規定 4条第ー 中の障害者に関する規定

に3ゝ

L 第ー号 C本人、 配偶者の遺伝性疾患等) (近親者の遺伝性疾患等)

(考ぇ方)
遺伝性疾患の場合にっいて丶 中絶の選択肢を法律上無く してしまって良ぃ^

〝のか丶 という異論がぁり 障害者に対する差別の廃止とぃう
ことを考ぇると丶 削らざるを得なぃのではないか。

中のその他の部分にっぃては、
国民の間で大きく意見が分かれてぃる問題でぁるため丶国民の間での議論の推移を
みながら、 将来的に検討すペき課題でぁり丶 今回の検討対象とはならない。

3 】



という規定 (ー
 

【想定しぅる案】
 

 

 

(考ぇ方)

し、 原則と して本人の同意が

国会の附

8'
 

【想定しうる案】
 

 

 

(考ぇ方)
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【想定しぅる案】 廃止する。
 

 

 

(考え方)

_ ー 0'
 

【想定しうる案】
又は

 

 

 

(考ぇ方) 昭和3 定着している。
一 一

7・ 人エ妊娠中絶の手術を受ける本人が精神障害者又は精神薄弱者でぁるときは、 保謹
者の同意をもって本人の同意とみなすことができる、' 4条第3項)

改正しない。

この規定は丶 母体の健康の保護など本人保護のために必要な規定でぁり丶
障害者差別にはぁたらない。
たた 精神障害者ゃ精神薄弱者でぁる場合も、

必要でぁることは当然でぁり丶 重度の精神障害者ゃ精神薄弱者で同意が確認
できなぃ場合にのみ本規定を適用する、 という趣旨の徹底は必要。
本人保護の制度が 「保護者の同意」 といぅ形で良ぃかどうかにっぃては丶

' 〝縄葦 精神保鶯福祉法の保護者制度そのものにっいて検討を行うペき旨丶
rQ‘ 帯決議が付されてぃるため・丶 その検討の中で今後検討すペき課題。

優生保護審査会

廃止する。

優生保護審査会は丶 強制的な優生手術に関ずる適否の審査を行う審査会で
あり丶 強制的な優生手術の規定の廃止により不要となる。 】

優生保護相談所

優生思想に基づく規定の廃止により不要となる。
一般的な遣伝相談ゃ、 受胎謂節に関する指導の業務は丶 通常の母子保亀の

業務として保健所・市町村保健センターが行ぇば足りる。

受胎調節実施指導員

医薬品販売の特例規定の扱いにつぃて、 現行5年の期限を廃止する、
「当分の問」 に改める。

0年以来、 5年ごとに延長を繰り返してきており、
4


